
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●各班同じような意見や全く違う発想の意見があったりして面白かった ●少子高齢化時代における若い人

からの意見はよかった ●自分の知識の幅を広げられたように感じた ●今回新しい方からの意見が出て議

論が活発化した ●豊川市の将来について意見交換ができ価値ある会であった ●出た意見の中で一つでも

採用されたらうれしい。どの班も希望していたカフェがほしい ●施設が楽しく使いやすい場所になります

ように ●具体性を持たせると、形やアイデアで矛盾ができそうだが、いい所をうまく取って形になるとよ

い ●“一宮らしさ”のコンセプトをぜひ計画に反映してほしい ●今回の意見を参考にプロの方たちで取

捨選択して判断してほしい ●一宮は高齢化率が高く、交通の便に力を入れつつ、住居の近いところに施設

を充実してほしい ●使われるためのソフト面、運用面もデジタルも、積極的に活用してほしい ●前回か

ら今回出た意見について、あまり変化がない部分もあった ●主旨の部分が伝わりづらかった ●今日のお

題は、幅も広く難しかった。私たちが出せるのは、今ある課題であり、少し先に出てくる課題を含めて、市

が取りまとめる最終案を見てみたい ●名前を募集するなら単純にわかりやすいものがよい 

～たくさんのご意見ありがとうございました！～ 

今年度、豊川市で実施している「一宮地区公共施設再編ワークショップ」では、８、９月と全２

回、地域の方々や学生と一緒に“一宮地区の公共施設のあり方”について検討を行いました。８月の

第１回ワークショップに引続き、９月７日（水）には、第２回ワークショップが行われ、“一宮地区の

公共施設の再編プランについてみんなで考えよう！”と題して、再編施設の魅力向上につながる具体

的なアイデアを出していただきました。さらに、再編にあたって公共施設のいろいろな機能とのつな

がりや、地域との関わりなどについても、たくさんのアイデアやご意見をいただきました。今回話し

合った内容について、ニュース形式にまとめましたので、ご覧ください。 
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B 班 C 班 
【C 班の成果】 【B 班の成果】 

◆第２回目は「一宮地区の公共施設の再編プランについてみんなで考えよう！」と題して皆で話し合いました 

A 班 
【A 班の成果】 

Ａ班の話し合いの様子 

Ａ班の発表の様子 

Ｂ班の話し合いの様子 Ｃ班の話し合いの様子

Ｂ班の発表の様子 Ｃ班の発表の様子 

 
各班での話し 
合いの成果に 
ついては裏面 
にまとめて 
あります！



◆再編施設の魅力を高めるアイデアについて沢山の意見が出ましたので、以下に紹介します。（抜粋） 

支所機能 

●利用しやすく分かり易い支所機能 

・住民には課ごとの縦割りでなく横断的なサービスを提供できると良い 

・手続きの簡素化。又は手続きの待ち時間に快適に待てるような工夫が必要 

【他機能との連携】複合施設の総合案内的な役割を担う 

●災害対策が強化されている 

・渇水対策で給水をしてもらえる場所（防災対策を強化） 

図書館機能 

●図書館の魅力アップ 

・豊橋の「まちなか図書館」のように、自由で発想力がアップするような場所 

・学生など、若い人がフラッと寄れる場所。カフェのある図書館 

●図書館のいろいろな機能 

・テスト期間中の自習スペースや、図書館でイベントができるスペースがあると良い 

・とがった（個性的な）イベントを受け入れてくれる場所 

・（静かな）閲覧スペースと（賑やかな）場所の境界を明確化する 

【他機能との連携】高齢者や図書館利用者との交流、児童館と研修施設を一緒に交流。 

体育館機能 

・屋内アトラクション アスレチック・トランポリンパーク・ボルダリングができる 

・観劇や映画上映、コンサートができるような場所（アリーナ） 

・複合施設とアリーナの複合 

【他機能との連携】児童や高齢者の交流の場として一定の時間や期間開放を実施 

社会教育機能 

●住民サービスとして便利な会議室 

・利用しやすく使用料がかからないこと。特に町内会等の会議などは無料にする 

・会議室にフリーWi-Fi 整備 ・有料のシェアオフィス（個人利用） 

・テレビ電話の活用、DVD が使え少人数で楽しめる部屋。30 人程度収容の会議室は必要 

●その他いろいろな機能 

・各部屋の間仕切りを可動式にして、流動的な使い方をする 

・料理教室や話題になるイベントとの仕掛けを行う 

・ロビーにピアノを設置。1 階に研修室を設置（子育てサークルができる場） 

・ビデオが見られる設備が必要。「生涯学習センター」は中学生の立ち寄る場として残す 

【他機能との連携】ボーダーレスな空間、仕切りのない空間（図書館/社会教育/児童館） 

児童館機能 
・たたみなど、靴を脱いで過ごせる（予約不要な）スペース。土足厳禁の部屋が必要 

・外で遊べる又は活動的な遊びが室内でもできるような場所 

・子どもの習い事をやれる場所（民間利用可） 

高齢者福祉機能 ・高齢者が気軽に相談できる所が必要（予約不要） 

その他 

付加機能 

○カフェ、飲食機能 

・カフェなど飲食可能な場所 ・民間企業の進出 ・豊川市小中学校の給食を提供 

○緑の機能 

・ウォーキング、ジョギング、読書ができるような公園的な整備 

・緑のカーテンを設置 ・屋上に小さな畑を整備（野菜や花などを育てることができる場所） 

○その他 

・車の充電施設（２カ所）、オープンスペース、広場と建物との境界をあいまいにして出入りし

やすい施設とする ・誰でも入れる場所が欲しい（机やイスがある） 

・カラオケ大会の開催 ・防音の部屋 ・小さいイベントの開催 ・ドッグランなど 

◆再編施設に求める具体的な機能検討についてもたくさんの意見が出ましたので、以下に紹介します。（抜粋） 

施設のデザイン

景観等アイデア 

○明るく開放的な施設（自然光が入るようなデザイン。緑を多く取り入れた開放的な空間） 

○環境、メンテナンスフリー、ゼロエネルギー 

○名称、ロゴは一宮らしく「大イチョウ」を取り入れたらどうか 

防災・防犯/安全安

心に関するアイデア 

○防災啓蒙、避難所として女性や子どもが利用しやすいゾーニング 

○災害時の対応（発電機、車の充電器、避難所、大部屋、料理室、下水直結トイレ、体育館にエアコン整備） 

バリアフリー/ユニ

バーサルデザインに

関するアイデア 

○段差解消、大きなドア、スロープ、エレベーターの設置。視覚的にわかりやすい利用動線 

○みんなが使える、楽しめる、運動したくなるバリアフリー、授乳スペース、多目的トイレ 

地域の住民と共に育

む地域の住民が関わ

るアイデア 

○イベントできっかけ（仕掛け）づくり、民間活力の導入、地域住民が出店できるような場所 

○一宮まつりが再度できるところ。やぶさめの記録とか軽く展示するところ 


